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かほく市社会福祉協議会広報誌

U
-
一
日
以

共
司

~Il~'

2 賀闘会員の紹介「施もが安治して薯らtきるまちづi<り」を目沼して

3 '6川県社会宿祉大会ーかほく市社会福祉大会(報告)

4 ボランティア活動鰻告白?ほ〈つ予ジュニアボランティア体駿J

5 ポヲンテイ?報告「東日本大震災ポヲンテイ?活動者レポ トJ

5 ポヲンテイ?クループ祖叶「つつじの会J

6 各国俸の活動車a告「みん忽元気で錫いていま哲J

7 民生寮員児麗愛賃補穏

8 共同募金情報「俄末~'1けあい募金巴ご協力を」

8 ご若志ありがとうございました



「誰もが安心して暮らせるまちづくり」を目指して

地城の 祉州 珊した とのお考え ある 来 の皆さ まに 出

社協会員として財政面から社協の福祉事業をサポー卜していただいています.

回

。今村会計事務所様

ー
。株式会社ヴァケ ション機

。内潟自動車整備工場株式会社様 。
J|

。有限会社うのけ書店様

。大西工務店様

。尾山石油株式会社機

。かほくオフィス家具協同組合様、 l , c
。かほく市七標女性会様

。くすりのき〈のや様

。岸設備工業株式会社様
F

。工ー自動車株式会社様

コ
杉本自動車サ ピス株式会社機

東日本ツーリスト株式会社様

。有限会社みやざき様
.. ........It'" A. J島田 舎~~-山

かほく市社会福祉協鎗会では、錠助会見の!II入をお願いしています.

ー、

ありがとうー

ございまtJt.:l

を努

ヤji-Hi，周回(平成23{ド 9 J130EI.I.l.!(f.)

認知症の方への対応について

理輔が深まりました!

ーさ歪込書言司 r~ 1n"r 'i彊話連量 6会'・If'唱"".直 J u: t~t 主目事屯~'=t:弓.手!， tJ ・軍事長届咽

f普滋ぴを学んで遜Jlう! J
これってどうやるのヲ

スキルアップ研修お
話
し
相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
疑
問
や

不
安
に
舗
じ
て
い
る
こ
と
を
取
り
除
き

今
後
の
活
動
に
訴
か
す
こ
と
を
目
的
に

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
棚
似
し
ま
し
た
.

今
回
は
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
に
つ
い

て
さ
ら
に
塑
解
を
深
め
都
例
に
基
づ

い
た
対
応
方
法
な
ど
も
学
び
ま
し
た
.

車窓琉克間代世

F

乎
ノ
気

e
k
塚
学
車
保
有
ク
一
フ
プ
を
利

川
す
る
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
。
世
代
を

越
え
た
交
泌
を
深
め
ま
し
た
園
メ
ン
コ

や
コ
マ
あ
や
と
旬
、
お
手
玉
な
ど
の

昔
遊
び
を
涌
守
し
て
普
段
な
か
な
か
交

わ
る
機
会
の
少
な
い
世
代
と
交
旋
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
.

同省

革主主孟車引き続き、蜘舗を輔しています.附いただきました会飢祉脚

実施する福抵，~障の財調として大切に活用させていただきます.皆さまのご理解とご笛カをお願いします.

か!毒<mlま凶だよリ



けt~c d;L)

亀

那
曲
悶
石
川
県
討
会
面
祉
大
会
が

け
月
日
日
(
水
〉
津
幡
町
文
化
会
館

ン
グ
ナ
ス
に
お
い
て
、
川
町
内
編
祉
関

係
者
約
7
0
0
名
が
歩
加
し
聞
m
mさ

れ
、
そ
の
席
上
次
の
方
々
が
裂
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
許
可

石
川
県
社
会
福
祉
協
繍
会

会
長
表
彫

5
名

-
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
動
符

池
図
陽
子

宮
坂
重
量
子

榊
原
文
子

津
本
照
子

新
甫
寛
子

•
'

•
'

•
'

•石
川
県
知
事
表
影

7
名

-
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
動
宥

折
戸
千
鶴
子

山
関
節
子

爆
本
京
子

爆
本
佳
余
子

理
回
紀
美
子

山
岸
静
子

理
野
道
植

•
•

•
•

•
•

•••

第
8
副
か
ほ
〈
市
社
会
編
祉
人
会
が
同
月
回
日
(
火
)
七
四
暢
陸
出
版
舗
祉
セ
ン
タ
に

お
い
て
、
市
内
街
祉
関
係
者
や
市
民
2
3
0
名
が
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
炉
、

か
ほ
〈
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
団
名

-
j
I

童
子

E
j
i

係
牟
喧
澄
子
-

-
e

高
崎
時
子

E
e

山
越
昭
子
一

-
n

中
村
静
子

E
n

田
美
代
子
盲
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
竹
田
吉
邦

・
2
防
車
問
係
今
村
睡
和

E
s

沖
野
真
八
郎
一-
m子
高
関
係
吉
田
利
子

-
J
;
-
n

山
崎
百
合
子
・
保
有
関
係
桜
井
香
代

-
m

坂
本
一

E
H

本
量
一
・
山
本
紀
代
書

.
知
的
陣
内
関
係
宮
前
さ
よ
子
盲
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
北
村
昭
治
一
・
田
畑
車
名

氏
ご
近
川
づ
き
あ
い
が
希
薄
と

ー
な
り
、
鍵
一U
化
が
深
刻
と
な
っ

即
て
い
る
「
あ
た
り
ま
え
」
を
忘

内
れ
て
し
ま
っ
た
い
ま
も
う
一

'
皮
台
の
良
い
部
分
を
息
い
出
し

閣
住
民
行
政
、
位
協
が
縦
・
繍

n

の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
、
地
峻

閣
で
前
祉
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

術
大
切
と
の
こ
と
で
し
弘
、

山4t

E
"
岬

寄
画
一
の
M帽

奇
制
金

問
』
目
師

e
i
-
a

"•
東
日
本
大
館
災
後
、
三
ヶ
月
が

経
過
し
た

6
H

の
間
前
向
岡
市
災

得
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
(
岩

合
手
県
)
で
の
支
復
活
動
、
ま
た
そ

'
k

の
当
時
の
隙
前
向
凶
市
の
被
災
状

況
を
与
斑
で
報
告
し
ま
し
た
.

4ド多采船地
山

棚
出

}
E
l
-良
市

1
1

臨
m聖
火
ほ

翻
宮
本
か

a'-t

g
白
=r

所

s'

一組
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今
句
皮
は
‘
市
内
の
批
判
別
養
鰻
老
人
ホ

l

ム
「
こ
と
ぷ
き
凶
」
と
「
あ
か
し
あ
荘
』
そ
し
て

「
か
ほ
く
市
リ
ハ
ビ
リ
去
の
会
」
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
行
い
ま
し
た
.

。0
0

署
書
箱
盤
整
回
開
審
岩
盤

特
別
養
穫
老
人
ホ

l
ム
で
は
施
段
内
を
丁
隼
に

醜
明
し
て
も
ら
い
山
た
ま
ま
で
入
れ
る
お
風
呂
な

ど
初
め
て
見
る
殿
備
に
鴛
き

h舗
が
ら
も
陛
解
を

探
め
て
い
ま
し
た
.
ま
た
，
ホ
イ
ス
の
微
作
方
法
を

教
わ
り
仰
し
て
あ
げ
る
時
の
心
づ
か
い
な
ど
も
感

じ
取
っ
て
い
ま
し
た
.
交
流
会
で
は
、
入
所
者
さ
ん

と
二
舶
に
か
き
氷
を
作
っ
て
味
わ
っ
た
り
イ
ス
に

雌
っ
て
五
入
れ
を
楽
し
ん
だ
り
と
世
代
間
で
ふ
れ

あ
う
こ
と
も
で
ま
し
た
.

H
伶
W
H参
加
児
蛮
の
感
想

u且金主主
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ヤ
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リ

ハ

ビ

リ

友

の

会

の

会

員

さ

ん

か

ら

ベ

タ

ン

ク

鮫

枝

に

つ

い

て

脱

明

が

あ

り

、

チ

ー

ム

に

分

か

れ

て

プ

レ

ー

し

ま

し

た

・

子

ど

も

た

ち

は

A苦

此

さ

ん

に

飲

み

物

を

入

れ

て

あ

げ

た

り

、

次

の

鋭

校

の

槻

備

を

し

た

り

、

「

自

分

た

ち

に

出

来

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

」

を

考

え

な

が

ら

-

絡

に

策

し

み

ま

し

た

.

m
に

は

健

令

す

る

よ

う

に

球

疹

品

う

子

ど

も

ら

し

い

光

政

に

会

以

さ

ん

も

微

笑

ん

で

い

ま

し

た

.

..~lr ， ·f ，‘

m

H四

日

〈
i

u生

概

学

糊

口

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

の

会

刷

で

赤

い

羽

似

共

同

算

金

活

動

を

行

い

ま

し

た

.

募

金

金

制

は

1

5

7

7

4
円

で

し

た

.

富

紙

の

写

真

も

ご

覧

ト

さ

い

)

ども日、ーかり ι 偶 1 も車、.. -

aν$ も ι ，、毛色也、， ，...，目、 a、む ..I，
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ム

"
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z!量畠
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広げようまちづ〈りつなごうボランティアフ

南

三

陵

町

で

院

主

出

し

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

朝

日

勝

治

V
叩

月
9
日

に

宮

域

県

南

三

陵

町

へ

炊

き

出

し

の

活

働

に

行

勺

て

き

ま

し

た

・

前

回

〈4

R

Vの

活

働

ど

比

べ

て

、

晴

天

と

温

か

さ

も

あ

っ

た

せ

い

泊

、

被

災

者

の

雰

闘

気

が

明

る

〈

な

っ

て

い

ま

し

た

・

全

財

盆

を

失

い

仕

事

車

ま

で

な

〈

し

、

暑

の

身

着

の

ま

ま

廼

糧

事

所

か

勺

扱

奴

住

宅

へ

の

生

活

が

続

〈

中

、

「

子

供

に

は

三

食

食

べ

さ

せ

る

が

、

根

回

-

食

で

我

慢

」

と

い

う

状

況

を

報

道

で

耳

に

し

ま

L

た

・

経

涜

的

に

も

国

銀

な

状

況

に

あ

る

方

も

い

る

被

災

地

の

こ

と

を

思

う

と

た

っ

た

-

食

で

申

し

訳
h沿

い

ど

怠

っ

て

い

ま

す

.

資

企

画

や

手

伝

っ

て

〈

だ

さ

る

方

が

め

れ

ば

、

ま

た

竣

か

告

も

の

を

お

届

け

し

た

い

ど

思

っ

て

い

ま

す

.

〆 J\

手

伝

サ

ー

ク

ル

つ

つ

じ

の

舎

は

、

.

、

昭

和

四

年

に

鍛

立

し

と

て

も

歴

史

「d

E
が

あ

り

ま

す

.

現

在

男

女

合

わ

せ

、

ば

て

会

員

は

叩

名

、

毎

週

水

瞳

自

に

「

省

瓜

手

箆

の

学

習

会

を

行

い

地

爆

の

国

軍

臆

貧

陣

容

者

と

の

交

流

や

手

鱈

事

，

個

・

3
仕

員

活

動

を

行

な

っ

て

い

ま

す

.

こ

れ

か

ら

手

穏

を

始

め

た

い

と

思

う

方

は

一

度

見

学

に

来

て

く

だ

さ

い

。

初

心

者

で

も

ス

ム

ー

ズ

に

覚

え

や

す

い

よ

う

に

、

手

伝

の

指

導

者

や

ザ

!

ク

ル

の

会

員

が

ザ

ポ

!

ト

を

行

な

い

ま

す

・

活

動

鳴z

m

-

字

ノ

気

勤

労

者

青

少

年

セ

ン

タ

日

時

・

信

平

岡

遺

じ

て

毎

週

水

曜

日

m

m
鰐

担

分3
引

時

l
E
r
z
e

m
陸
匝
目
圃
多
国
久
履

0
7
?
2
8
5
i
2
8
4
7

[ 手話サークルつつじの会 E
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初1 1.1 2面よ

手をつなぐ

育成会

棄しいひと時

8
月
四
日
か
ほ
く
市
手

を
つ
な
ぐ
有
成
会
は
、
制
綿

子
副m
O
キ
ャ
ン
プ
を
災
厄

し
ま
し
た
.
能
同
町
内L
浴
を

日
比
学
し
尚
州
凶
で
山
温
泉

と
食
事
を
楽
し
み
制
駒
子

や
会
川
の
仲
間
た
ち
と
の

交
泌
を
深
め
ま
し
た
.

リハビリ

夜の会

亜貰しました 1

川
町
主
隣
「
第
百
同
加
m
M旭

区
協
し
方
大
会
』
に
能
口

組
烈
栄
子
さ
ん
が
「
脳
梗
濃

に
な
っ
て
」
と
闘
し
て

m
m

裂
し
「
脇
梗
携
な
ん
で
ぶ

つ
と
ば
せ
賞
』
を
受
賞
し

ま
し
た
.
能
口
さ
ん
の
優

し
い
口
調
と
猛
舗
の
こ
も

っ
た
献
し
方
に
み
な
さ
ん

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
・

老人

つラブ

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
迎
合
会

「
託
会
本
日
の
目
」
の
取
り

組
み
は
、
か
ほ
〈
市
内
全

域
的
ク
ラ
ブ
で
実
臨
し
て

い
ま
す
.
高
般
地
区
老
人

ク
ラ
ブ
迎
合
会
で
は
‘
領

神
社
民
子
町
内
の
う
ち
叩

町
内
老
人
ク
ラ
ブ
合
同
で

境
内
の
消
鍋
を
行
い
ま
し

た
・

社会奉仕の目も一汗

指十字

奉仕団

酷民I~日唖から

叩
月
日
日
か
ほ
く
市
赤

十
字
血
事
仕
聞
は
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
由

に
備
え
て
防
災
閣
総
を
尖

施
し
ま
し
た
.
今
年
度
は

テ
ン
ト
殴
常
・
炊
き
山
し

失
明
の
他
、
超
能
山
中
体
験

.
煙
辺
体
験
を
行
い
ま
し

た
.

か!ま〈裕社自1ど本リ
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〈酬を人〉

3022

主任児鼠妥 n I2I3
任期平成22{F12H 11'1-平成25年。 1 JI30日

25区"-I倒当民生後日兇盛安 n

かほく市で fl; 謝されている

~生委員兇鼠委以の

活動状四日をお知らせ

します.

この統制おも生後 U児轟委民が毎jJ傑出された訴動犯"を

もとに集附したものです.|平脚時民輔副闘員活動制|.

~
ょたんさ息
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後11- 人あたり

20件/人 I> 多〈は生活環境にお tずる納緩や日術的な支慢です

65! 牛/人 l砂実態把械のための到後や研修会等に~加します

101 自/人 l砂子ども刷、る復雌にも勧問します

24 個/人 I> 必要なとき"関係機関や喬 111m で巡航闘機します

二旦監ム工 I~ 型ボランチィアで酬はありません

年間政

1β82 件

5$66 件

8.72 8回

2β72 田

島空盟

相談支援

その他の活動

勧問回数

連絡梱盤回数
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共同募金宙包
ｷ.‘』・"'~"・..・・ a

ｭzu-

歳末たすけあい募金にご協力お願いします

10月lEIから「赤い羽倒募金』が尖施されています.

また 12月 1 日からはf歳末たすけあい募金J が始

まりました.

「成末たすけあい募金J は、支領や彼助を必要とされているかほ〈市

内のご家彪、絡般をfilJllされている力、仰がいのある方や子供たちの

ために役立てられます. 限己主民間，，~,
みなさまのあたたかい/Y{.aをお願いします. ーーーー

-盟石HI照明駐剖ほく市鯛脂掴会(聞く問融師会同阻 07日85棚5

。000000。

ホームヘルパー、 私たちは、利用者ひとりひとりの生活

の仕.~している状悠を的確に犯催し 相手の立

織に立ってサービスを行います.

介護を必裂とするプJの本来もっている

力を引き出し、活用 発樽できるようは

コミュニケ シ亘ンの取り方を身につけ

ています.弘たちが訪問することを 楽

しみに待っていて〈れる利1何者の笑顔に

支えられています.

[在宅合圏実習生の呈け入れ 11 。

ホームヘルパーの資協に必須となっている住宅介績実切の'I 徒を快〈受け入れ

ています.利川者に合わせた倒別級助の刀法と コミュニケ γ ョンの大切さや

ケアプランによる限られた時間内でどのようにサービスが行われるのかを学制し

てもらっています.

次のみ"さまから福祉訓ょにとど得付いただきました. (周眠不同) 平l&: 23lf..ljJ lll-事威2311'9 )1 3011受付分

かtまく布まつり実行餐員会 後 。市内匿名 2名

次の1iからプルタプ収集にご協力いただきました.

.学園台保育居後 ePFUクソ工イテイプザ ピヌ様式会往復

ほか多〈の·iIi代のみなさまからプルタプ守噌訓l部み切T 使川務みインクカ トリッジめ収集にご)Iii，いただきました.

発行.JIi集 社会福祉注入かほく市社会宿祉包;11会字程引mかほ〈市連想裏口盟番地'"七w健康福祉セ〆ター肉)

磯護軍[II1UUVWst] htt山川'h剛山旬o.or.j p/ TaW7叩5鵬叫07開制

山町山初1 1.1 2曾


